
地理Ｂ（自宅学習プリント ５） 鉱産資源２ 

レアメタル…「地球上の存在量が稀であるか、技術的・経済的な理由で抽出困難な金属のうち、安定供給の確

保が政策的に重要（経済産業省）」で、産業に利用されるケースが多い希少な非鉄金属。 

  →リチウム(Li)，チタン(Ti)，バナジウム(V)，クロム(Cr)，マンガン(Mn)，コバルト(Co)，ニッケル(Ni) 

ゲルマニウム(Ge)，ストロンチウム(Sr)，モリブデン(Mo)，タングステン(W)，白金(Pt)など 

レアアース(希土類)…レアメタルのうち、スカンジウム、イットリウム、ランタンからルテチウムまでの 17

元素のグループ。 

  →強力な永久磁石に欠かせない「ネオジム」や「ジスプロシウム」、強力な固体レーザーやカラーテレビ

の蛍光体に使用される「イットリウム」など。 

問 次のＡ～Ｄは、銀鉱とレアメタル(コバルト鉱、タングステン鉱、ニッケル鉱)の生産量を示している。Ａ

～Ｄの鉱産資源を教科書、地図帳、資料集を参考にして答えよ。 

※凡例は、鉱山資源によって単位がことなる。 
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Ａ  コバルト鉱 Ｂ  ニッケル鉱 Ｃ  銀鉱 Ｄ  タングステン鉱 

Ａ コバルト鉱…コンゴ民主共和国が、世界の生産の 50%以上を占めている。 

用途→耐熱合金（ガス・タービン、ジェット・エンジン等）、高速度鋼、 

磁性材料（永久磁石、ＶＴＲテープ等）、超硬工具、触媒、接着剤（タイヤ） 

Ｂ ニッケル鉱…ニューカレドニアの産出量が多いことに注目。 

   用途→ステンレス鋼、構造用合金鋼（自動車、船舶、産業機械等）、メッキ、ＩＣ材料、蓄電池、触媒 

非鉄合金（電子機器、海水淡水化プラント等）、磁性材料（スピーカー、モーター等） 

Ｃ 銀鉱…メキシコ、ペルーが上位を占める。 

   用途→装飾用、電気部品の接点、電池、写真乾板、フィルム、印画紙の感光剤 

Ｄ タングステン鉱…中国が世界の生産の 80%以上を占めている。 

   用途→超硬工具（ドリル、カッター等）、高速度鋼、耐熱鋼、線棒板（フィラメント、カソード等）、接

点（配電器、警報器等）、触媒 


